
 

 

５月のぴっぴだよりでさやかさんが『何も無い』が『造り出せる』という記述がありました。

私も以前、さいたまのこども園に勤めていた時に似た感覚を覚えた経験があります。以前居た

場所は住宅地の中にある小さな園だったのですが、子ども達に自然の中で遊ぶ楽しさを感じて

欲しいと思い、子ども達を連れて木々の茂る森の様な緑地公園へ行きました。子ども達がどん

な反応を示すのか楽しみにしていたのですが、緑地公園に到着した子ども達は辺りを見回し

「何も無いじゃん。」と呟きました。子ども達の言う“何か”とは滑り台やブランコといった固定

遊具や、おもちゃのことを指し、遊ぶ為の道具が何もないという意味だったと感じました。し

かしその場には走り回れる広い空間、様々な植物や木の実、そこに住む虫達、隠れたり登った

りできる茂みや木が生い茂っていました。初めはこの自然に溢れた環境を何もないと思った子

ども達も次第に森の中で遊ぶ楽しみに気付いていき、帰る頃には「もっと遊びたかった。」と渋

る姿がありました。遊具に囲まれ、遊びを与えられた環境の中にいたら気が付けない楽しみが

そこにはあったのだと思います。 

  

ぴっぴの子ども達はこの自然に囲まれた森の中での風景が日常で、常にこの環境にいるから

こそ遊びを生み出す力が溢れ遊びや時間に制限がなく過ごせていることを感じます。この森の

中の自然で満ち溢れた環境は何も無いのではなく、不必要な物は何もなく、心と身体を養って

いく上で必要な物が全てある洗練された空間なのだと思います。１から自分たちで作り上げて

いく、見つけていく事ができる空間。ぴっぴに来て１番に思ったのがここの子ども達は肉体的

にも、精神的にも強いと感じました。発想や行動、時間の自由が子ども１人１人の充実感に繋

がっていてそれが心の芯を形成していくのだと身をもって感じています。 

  

先日、おおくりの子ども達とキャンプを行いました。キャンプでどんな事がしたいか１人１

人が自分のやりたい事を伝え合い、それをどの様にしたら実現出来るのか、どんな準備が必要

か、時間帯はどうするのか具体的に考えながら少しずつ話し合いを進めて行きました。話し合

いが進むに連れて子ども達の期待が高まって行くのを感じました。子ども達の作ったキャンプ

のスケジュールは皆の思いがたくさん詰まった物になりました。おおくりがキャンプを楽しみ

にする様子にくりの子達の中にも「僕たちもキャンプするんだー。」と言い出す子ども達が現

れたほどでした。キャンプの日の朝、大きな荷物を抱えて登園してきたおおくりの子ども達は   
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これから始まる楽しみに胸が躍る様子が言葉を交わさずとも体から溢れ出ているのを感じま

した。その日はぴっぴの森で夜のお風呂で使う水遊び用の道具を作ったり、カブトムシを捕ま

える為の虫トラップを作ったり森の中で鬼ごっこをしたりそれぞれがキャンプでやりたかっ

た事をしてたっぷり遊びました。大きい組の帰りの集まりでは、まだ帰らないおおくりの子ど

も達はその嬉しさからくり、まつぼっくりの子ども達の前で“♪キャンプだほい”を踊りその楽

しそうな様子にくりやまつぼっくりの子ども達も帰りながらおおくりの踊りを真似している

子もいました。 

 

夕方、荷物をバイブルキャンプ場へ運びこれから何をするかスケジュール表を見ながら子ど

も達と話し合いました。「お部屋で自分たちの持ってきたお気に入りの人形でゆっくり人形遊

びがしたい。」「作った虫トラップをぴっぴの森に仕掛けに行きたい！」「夕飯作りをしたい！」

と自分のやりたい事を伝え合い、様々な意見が出る中で時計に目をやると針は１６時前をさし

ていました。夕飯が１８時だから夕飯作りは１６時半頃から始めたい。急いで虫トラップを仕

掛けに行かなければ夕飯作りに間に合わない！この時私は内心、焦りを感じていました。子ど

も達のやりたい事はたくさんあるが実現するには時間が迫っていたのです。お部屋で遊びたい

子どもと、虫トラップを仕掛けに行く子どもとに別れ、虫トラップを仕掛けに行く子は小雨が

降って来ていたので１度部屋に戻り準備をしてからぴっぴの森へ向かいました。準備が整い出

発する頃には１６時を回っていました。急ぎ足で出掛けて行き、いつものぴっぴへ到着すると

非日常だった空間から慣れ親しんだぴっぴの森を目の前に安心したのか、子ども達は各々森の

中へ遊びに駆け出して行きました。ここで、私は正直イラッとしてしまいました。（時間がない

のに！！！）子ども達を急いで呼び集め、何をしにここに来たのか。虫トラップを仕掛けるの

はやらなくて良いのか。説教に近いトーンで話をしていたらみるみる子ども達の表情が曇って

いくのを感じました。そこでハッと我に帰り、時間を気にしていたのは自分１人だった事に気

が付きました。子ども達はただ目の前にある事を全力で楽しもうとしていただけなのに。今や

りたい事を楽しむ。キャンプの目的の１つを見失いかけていた瞬間でした。「イライラしちゃ

ってた。ごめん。」と子ども達に謝罪し、夕飯の準備はバイブルにいる皆に任せる事にして、こ

こでたくさん遊んでから夕飯に間に合うように帰ろうという事にしました。少し暗くなってき

た雨の降るぴっぴの森の中でいつもと少し違った特別な時間を楽しみました。自分自身も勝手

に時間に追われていた時と、時間を忘れて楽しんでいた時との心境の変化に気がつきました。

カッパを着ていてもずぶ濡れになり、バイブルへ戻ると「こんなにビショビショになって。楽

しかった？」と仲間達が温かく迎え入れ、夕飯準備を一緒に出来なかった事を咎める仲間は誰

もいませんでした。自分１人の焦っていた思いを反省しました。ぴっぴで子ども達と関わって

いると、子どもとの向き合い方を今一度考え直させられる場面に多く出会えます。子どもと向

き合う中で悩みや新たな気づきを得ながら成長していけるこの環境に自分自身が身を置ける

事を嬉しく思っています。 

：菅 悠介 



 

      

  



 

 

  



《 8 月のお知らせ 》 

コロナ渦の世の中、繰り返しメディアで伝えられる感染者数、死者数、失業、不景気、差別や

偏見、人との距離、…大人も子どもも、心に影響を深く受けどんなに心細く、萎縮しそうにな

った半年だったでしょう。特に小さな子どもたちは、マスク姿だらけの大人をどう感じている

のでしょう。初めて出会ったどんぐりさんたちに、こんな顔だよ、安心してね、大丈夫だよ、

楽しいね…を全身で現したくて、何度マスクを取りそうになったか…。7 月からは保育中のみ、

マスクを外していますが。 

そんな時だからこそ、子どもたちには「ホッとして過ごす時間」「楽しい時間」を意識した 

一学期でした。ぴっぴの森でみんなと自由に、夢中に、思う存分、関わり、探究し、好奇心

旺盛に過ごしてきました。たった数ヶ月の出会いのどんぐりさんも、すっかり仲間になってい

ます。子どもたちの大切な生活を共に守ってくださり、ありがとうございました。たくさんの

ご協力のおかげです。 

また二学期が見通しにくい世の中ですが、子どもたちが活力をなくさないよう、これからも

精一杯子どもたちと関わっていきます。二学期もよろしくお願いいたします。 

 子どもたちのエピソードから、今回もたくさんの深い読み取りができます。大人にはあっと

いう間の時間でしたが、子どもたち一人一人には宝もののような一日一日でした。心と身体を

充分休め、また二学期の歩みを元気に始められますように。 

駐車場のご協力もありがとうございます。保護者会はもちろんですが、えりんこたいそうな

どでバイブルメインハウスをお借りしている時は、メインハウス前ロータリーも駐車可能です。

その日の予定でスタッフが使っている時もありますが、送り迎えでお使いいただくのは大丈夫

です。ただ、子どもたちが混乱しないように、ぴっぴの森の往復は道路からまわってください

ますようよろしくお願いいたします。 

今年度は短い夏休みになりましたね。8/21（金）楽しみにお待ちしていますね。 

                                    ：眞弓 

 

●8 月の予定 

 ・二学期始業日  21 日（金） 

   ※ぴっぴだよりお知らせ版配布 

 

 ・おかえりなさいの会＆ぽろぴっぴ＆大人のおかえりなさいカフェ  22 日（土） 

 

 ・森作り  23 日（日）９時頃～ 

   ※作業内容、参加表共に 21 日に黒板に張り出します。 

 

 ・えりんこたいそう  24 日（月） 

・ちょこミック  27 日（木） 

 



・くるみの日  28 日（金） 

 

・入園説明会  29 日（土）10 時～ ぴっぴの森 

 

 ・スタッフやまほいく研修会 in 飯綱  30 日（日） 

 

 ・色の時間  31 日（月） 

   ※アートセットを忘れずに！ 

 

●おおきくみ（継続）説明会のご案内  9/1（火）9：30～バイブルメインホール 

  ※来年度への継続を希望されていらっしゃる方はご出席くださいますよう、お願いいたし

ます。当日、継続書類をお渡しいたします。 

 

●8/21～31 日のぽっけ  21 日（金）、24 日（月）、26 日（水）、27 日（木）、28 日（金）、

31 日（月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


